
奈良県教育委員会所属職員服務規程の一部改正について 

 

令和６年５月 

総務課 

 

１．改正理由 

多様な人材が集まり、活躍できる包摂性の高い環境の整備を目指し、職員の勤務時

間等をより柔軟に設定できることとするため、職員の勤務時間、休暇等に関する条例

（平成７年３月条例第 29 号）等が改正されたことに伴い、所要の改正をしようとす

るものである。 

 

２．改正概要 

(1) 職員の勤務時間、休暇等に関する条例（以下「条例」という。）及び職員の勤務

時間、休暇等に関する第四条第三項及び第四項の規定により申告する職員の勤務時

間の割振り等に関する規程（平成 29 年３月奈良県教育委員会教育長訓令第６号）

の改正に伴い、以下の規定整備を行う。 

・「勤務時間を割り振らない日」等の追加（第３条ほか） 

・条例の条項を引用する条文の整備（第３条の２ほか） 

・「条例第四条第三項及び第四項の規定により勤務時間を割り振られた職員の休憩

時間は、別に定める」規定の削除（第３条の４第２項） 

（参考）   

 通常 フレックス制を活用した場合 

改正前の

休憩時間 

１日の勤務時間が６時間を超

える場合は１時間 

（服務規程§３の４①） 

１時間 

（服務規程§３の４②、 

改正前の勤務時間割振り規程§４） 

改正後の

休憩時間 
同上 

申告に基づく時間（条例§７②（３））、 

１日の勤務時間が６時間を超える場合は

１時間（服務規程§３の４①） 

 

(2) その他 

 職員証（第 13号様式）について、記載事項を簡素化する。 

 

３．施行期日 

  令和７年１月１日 

（第 13号様式の改正については公布日施行） 
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７年３月条例第 29号）等が

改正されたことに伴い、所
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１ 職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の改正に伴う規定整備 

(1)「勤務時間を割り振らない日」等の追加 

（第３条、第４条、第８条） 

(2)条例の条項を引用する条文の整備 

（第３条の２、第３条の３関係） 

(3)「条例第四条第三項及び第四項の規定により勤務時間を割り振ら

れた職員の休憩時間は、別に定める」規定の削除 

（第３条の４関係） 

 

２ その他所要の規定の整備を行う。 

 

３  施行期日 

  令和７年１月１日 

  （第１３号様式の改正については公布日施行） 
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奈
良
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

大 

石 

健 

一 

 

第
三
条
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

五 

勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日 

勤
務
時
間
条
例
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
勤
務

時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
を
い
う
。 

第
三
条
の
二
第
二
項
中
「
及
び
第
四
項
」
を
削
る
。 

 

第
三
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
四
条
第
四
項
第
一
号
」
を
「
第
九
条
の
三
第
一
項
」
に
改

め
る
。 

 

第
三
条
の
四
第
二
項
を
削
る
。 

 

第
四
条
第
三
項
第
八
号
中
「
週
休
日
」
の
下
に
「
、
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
」
を
加
え
、
同

項
第
十
五
号
中
「
週
休
日
」
の
下
に
「
及
び
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
」
を
加
え
る
。 

 

第
八
条
の
二
第
二
項
中
「
職
員
は
、
週
休
日
」
の
下
に
「
及
び
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
」
を

加
え
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
週
休
日
の
振
替
命
令
簿
」
を
「
週
休
日
等
の
振
替
命
令
簿
」
に
改
め
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「 

 

第
四
号
様
式
の
二
中
「
日 

 
 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
に
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改
め
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」 
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号
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」
及
び
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」
を
削
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、
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」
を
「 

 

」
に
、
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週
休
日
の
振
替
命
令
簿

 
週
休
日
等
の
振
替
命
令
簿

 

現
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週
休
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及
び
勤
務
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間
を
割
り
振
ら
な
い

 

企
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」
を
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」
に
改
め
る
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管
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室
長

 
総
務
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長
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属
職
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務
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一
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改
正
（
案
）
新
旧
対
照
表 

                                       

改 
 
 

正 
 
 

案 

（
定
義
） 

第
三
条 

こ
の
規
程
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

用
語
の
定
義
は
、
当
該
各
号
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。 

一
～
四 

略 

五 

勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日 

勤
務
時
間
条

例
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
勤
務
時

間
を
割
り
振
ら
な
い
日
を
い
う
。 

六
～
九 

略 

 

（
勤
務
時
間
） 

第
三
条
の
二 

略 

２ 

勤
務
時
間
条
例
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
勤

務
時
間
の
割
振
り
は
、
別
に
定
め
る
。 

３ 

略 

 

（
遅
出
勤
務
） 

第
三
条
の
三 

十
二
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
（
勤
務
時
間
条
例

第
九
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
子
に
含
ま
れ
る
も
の

と
さ
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
あ
る
職
員

が
当
該
子
を
養
育
す
る
た
め
に
請
求
し
、
総
務
課
長

の
承
認
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
職
員
の
勤
務
時

間
の
割
振
り
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
う
ち
承
認
を
受
け

た
特
定
の
曜
日
に
つ
い
て
は
、
午
前
八
時
四
十
五
分

か
ら
午
後
五
時
三
十
分
ま
で
又
は
午
前
九
時
か
ら
午

後
五
時
四
十
五
分
ま
で
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
は
、
勤
務
時
間
条
例
第
九
条
の
三
第

四
項
に
規
定
す
る
要
介
護
者
（
以
下
「
要
介
護
者
」

と
い
う
。
）
を
介
護
す
る
職
員
に
つ
い
て
準
用
す
る

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
十
二
歳
に
達
す

る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ

る
子
（
勤
務
時
間
条
例
第
九
条
の
三
第
一
項
に
お
い

て
子
に
含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
者
を
含
む
。
以
下

現 
 
 
 
 

行 

 

（
定
義
） 

第
三
条 

こ
の
規
程
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

用
語
の
定
義
は
、
当
該
各
号
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。 

一
～
四 

略 

 

 
  

五
～
八 

略 

 

（
勤
務
時
間
） 

第
三
条
の
二 

略 

２ 

勤
務
時
間
条
例
第
四
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規

定
に
よ
る
勤
務
時
間
の
割
振
り
は
、
別
に
定
め
る
。 

３ 

略 

  

（
遅
出
勤
務
） 

第
三
条
の
三 

十
二
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
（
勤
務
時
間
条
例

第
四
条
第
四
項
第
一
号
に
お
い
て
子
に
含
ま
れ
る
も

の
と
さ
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
あ
る
職

員
が
当
該
子
を
養
育
す
る
た
め
に
請
求
し
、
総
務
課

長
の
承
認
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
職
員
の
勤
務

時
間
の
割
振
り
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
う
ち
承
認
を
受

け
た
特
定
の
曜
日
に
つ
い
て
は
、
午
前
八
時
四
十
五

分
か
ら
午
後
五
時
三
十
分
ま
で
又
は
午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
四
十
五
分
ま
で
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
は
、
勤
務
時
間
条
例
第
九
条
の
三
第

四
項
に
規
定
す
る
要
介
護
者
（
以
下
「
要
介
護
者
」

と
い
う
。
）
を
介
護
す
る
職
員
に
つ
い
て
準
用
す
る

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
十
二
歳
に
達
す

る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ

る
子
（
勤
務
時
間
条
例
第
四
条
第
四
項
第
一
号
に
お

い
て
子
に
含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
者
を
含
む
。
以



                                        

改 
 
 

正 
 
 

案 
同
じ
。
）
の
あ
る
職
員
が
当
該
子
を
養
育
す
る
」
と

あ
る
の
は
、
「
勤
務
時
間
条
例
第
九
条
の
三
第
四
項

に
規
定
す
る
要
介
護
者
（
以
下
「
要
介
護
者
」
と
い

う
。
）
の
あ
る
職
員
が
当
該
要
介
護
者
を
介
護
す
る

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

３
～
７ 

略 

 

（
休
憩
時
間
） 

第
三
条
の
四 

略 

    

（
出
勤
簿
の
記
録
等
） 

第
四
条 

略 

２ 

略 

３ 

第
一
項
た
だ
し
書
の
方
法
に
よ
り
職
員
の
出
勤
状

況
を
管
理
す
る
課
長
等
又
は
教
育
機
関
の
長
は
、
次

の
各
号
の
区
分
に
従
い
、
出
勤
簿
を
整
理
し
、
職
員

の
出
勤
状
況
に
つ
い
て
毎
月
及
び
一
暦
年
に
つ
き
一

回
出
勤
状
況
報
告
書
（
第
二
号
様
式
）
に
よ
り
毎
月

に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
翌
月
五
日
ま
で
に
、
一
暦

年
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
翌
年
の
一
月
二
十
日
ま

で
に
総
務
課
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一
～
七 

略 

 

八 

週
休
日
、
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
及
び

休
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

九
～
十
四 

略 

 

十
五 

勤
務
時
間
条
例
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
振
り

替
え
ら
れ
た
週
休
日
及
び
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら

な
い
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

十
六
～
十
九 

略 

現 
 
 
 
 

行 

下
同
じ
。
）
の
あ
る
職
員
が
当
該
子
を
養
育
す
る
」

と
あ
る
の
は
、
「
勤
務
時
間
条
例
第
九
条
の
三
第
四

項
に
規
定
す
る
要
介
護
者
（
以
下
「
要
介
護
者
」
と

い
う
。
）
の
あ
る
職
員
が
当
該
要
介
護
者
を
介
護
す

る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

３
～
７ 

略 

 

（
休
憩
時
間
） 

第
三
条
の
四 

略 

２ 

勤
務
時
間
条
例
第
四
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規

定
に
よ
り
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
れ
た
職
員
の
休
憩

時
間
は
、
別
に
定
め
る
。 

 

（
出
勤
簿
の
記
録
等
） 

第
四
条 

略 

２ 

略 

３ 

第
一
項
た
だ
し
書
の
方
法
に
よ
り
職
員
の
出
勤
状

況
を
管
理
す
る
課
長
等
又
は
教
育
機
関
の
長
は
、
次

の
各
号
の
区
分
に
従
い
、
出
勤
簿
を
整
理
し
、
職
員

の
出
勤
状
況
に
つ
い
て
毎
月
及
び
一
暦
年
に
つ
き
一

回
出
勤
状
況
報
告
書
（
第
二
号
様
式
）
に
よ
り
毎
月

に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
翌
月
五
日
ま
で
に
、
一
暦

年
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
翌
年
の
一
月
二
十
日
ま

で
に
総
務
課
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一
～
七 

略 

 

八 

週
休
日
及
び
休
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

九
～
十
四 

略 

 

十
五 

勤
務
時
間
条
例
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
振
り

替
え
ら
れ
た
週
休
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

十
六
～
十
九 

略 



                                        

改 
 
 

正 
 
 

案 

 

（
超
過
勤
務
の
命
令
等
） 

第
八
条
の
二 

略 

２ 

職
員
は
、
週
休
日
及
び
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な

い
日
の
振
替
を
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
総
務
事
務

シ
ス
テ
ム
で
そ
の
命
令
に
係
る
所
要
事
項
を
確
認
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
教
育
長
が
定
め
る

職
員
に
あ
つ
て
は
、
週
休
日
等
の
振
替
命
令
簿
（
第

四
号
様
式
の
二
）
に
そ
の
命
令
に
係
る
所
要
事
項
を

記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３
及
び
４ 

略 

現 
 
 
 
 

行 

 

（
超
過
勤
務
の
命
令
等
） 

第
八
条
の
二 

略 

２ 

職
員
は
、
週
休
日
の
振
替
を
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
に

は
、
総
務
事
務
シ
ス
テ
ム
で
そ
の
命
令
に
係
る
所
要

事
項
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
教

育
長
が
定
め
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
週
休
日
の
振
替

命
令
簿
（
第
四
号
様
式
の
二
）
に
そ
の
命
令
に
係
る

所
要
事
項
を
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

３
及
び
４ 

略 



 

奈良県教育委員会所属職員服務規程の一部改正（案）新旧対照表 

改正案 現行 

 

 

 
 

 

 

 

第 4号様式の 2（第 8条の 2関係） 

週 休 日 等 の 振 替 命 令 簿      （   年  月  日～   年  月  日） 
 

命 令 

 

月 日 

所 属 長 

 

の 確 認 

直 接 監 督 

責 任 者 の 

確 認 

従 事 職 員 
従 事 事 務 の 

 

内 容 

週休日及び勤務時間を割り振らない日 
従 事 者 

 

の 確 認 

備 考 

職 氏 名 
変更前の日（勤務を 

割り振る時間数） 

変更後の日（勤務を 

割り振ることをやめ 

る時間数） 

  月  日       月 日(  時間  分)  月 日(  時間  分)   

  月  日       月 日(  時間  分)  月 日(  時間  分)   

  月  日       月 日(  時間  分)  月 日(  時間  分)   

  月  日       月 日(  時間  分)  月 日(  時間  分)   

  月  日       月 日(  時間  分)  月 日(  時間  分)   

  月  日       月 日(  時間  分)  月 日(  時間  分)   

  月  日       月 日(  時間  分)  月 日(  時間  分)   

  月  日       月 日(  時間  分)  月 日(  時間  分)   

  月  日       月 日(  時間  分)  月 日(  時間  分)   

  月  日       月 日(  時間  分)  月 日(  時間  分)   

  月  日       月 日(  時間  分)  月 日(  時間  分)   

  月  日       月 日(  時間  分)  月 日(  時間  分)   

  月  日       月 日(  時間  分)  月 日(  時間  分)   

 

第 4号様式の 2（第 8条の 2関係） 

週 休 日 の 振 替 命 令 簿      （   年  月  日～   年  月  日） 
 

命 令 

 

月 日 

所 属 長 

 

の 確 認 

直 接 監 督 

責 任 者 の 

確 認 

従 事 職 員 
従 事 事 務 の 

 

内 容 

週    休    日 
従 事 者 

 

の 確 認 

備 考 

職 氏 名 
変更前の日（勤務を 

割り振る時間数） 

変更後の日（勤務を 

割り振ることをやめ 

る時間数） 

  月  日       月 日(  時間  分)  月 日(  時間  分)   

  月  日       月 日(  時間  分)  月 日(  時間  分)   

  月  日       月 日(  時間  分)  月 日(  時間  分)   

  月  日       月 日(  時間  分)  月 日(  時間  分)   

  月  日       月 日(  時間  分)  月 日(  時間  分)   

  月  日       月 日(  時間  分)  月 日(  時間  分)   

  月  日       月 日(  時間  分)  月 日(  時間  分)   

  月  日       月 日(  時間  分)  月 日(  時間  分)   

  月  日       月 日(  時間  分)  月 日(  時間  分)   

  月  日       月 日(  時間  分)  月 日(  時間  分)   

  月  日       月 日(  時間  分)  月 日(  時間  分)   

  月  日       月 日(  時間  分)  月 日(  時間  分)   

  月  日       月 日(  時間  分)  月 日(  時間  分)   

 



 

第 13号様式（第 18条関係） 

（表） 

 

第     号 

年  月  日交付 

 

 

職   員   証 

 

 

現住所 

勤務所 

職氏名 

 

年  月  日生 

 

奈良県教育委員会 

 

注 用紙の大きさは縦 6センチメートル、横 8センチメートルとする。 

 

 

（裏） 

 

（
名
刺
半
切
大
） 

 

写 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

真 

 

 

注    意 

 

１ この証は、他人に貸与し又は譲渡してはならない。 

２ 記載事項に変更があつたときは企画管理室長に提出し 

て訂正を受けること。 

３ 職員でなくなつたときは直ちに企画管理室長に返還す 

ること。 

 

 

改正案 現行 

 

 

 

 

 

 

 

第 13号様式（第 18条関係） 

（表） 

 

第     号 

年  月  日交付 

 

 

職   員   証 

 

 

 

 

氏名 

 

年  月  日生 

 

奈良県教育委員会 

 

注 用紙の大きさは縦 6センチメートル、横 8センチメートルとする。 

 

 

（裏） 

 

（
名
刺
半
切
大
） 

 

写 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

真 

 

 

注    意 

 

１ この証は、他人に貸与し又は譲渡してはならない。 

２ 記載事項に変更があつたときは総務課長に提出して 

訂正を受けること。 

３ 職員でなくなつたときは直ちに総務課長に返還する 

こと。 

 

 


